
GHS関連
改正JIS対応セミナー

2025年に、国連GHS第9改訂版の内容に整合させることを目的として、

JIS Z 7252およびJIS Z 7253の改正が予定されています。※

改正後ただちに法令への対応が要求されるわけではありませんが、今後の対応に備え、各企業様にお

かれましてはご準備を始められることをおすすめいたします。

本セミナーでは、JISの改正ポイントならびに改正JIS対応のSDS作成の実務について、実例を用いて

ご説明いたします。

※SDS記載事項の変更、物理化学的危険性の大幅な見直し（爆発物、可燃性ガス、加圧下化学品）や、健康に対す

る有害性における in vitro/ex vivo 評価の拡充（皮膚腐食性／刺激性）などが予定されています

索検テクノヒル

詳細・お申し込みはテクノヒルホームページまで

日程・会場

費 用

プログラム

講 師

日 時 会場 定員

2025年10月24日（金）
13：30～16：30

＜受付開始 13：00～＞

101-0047東京都千代田区内神田3-24-5

エッサム神田ホール2号館

301階 大会議室

最寄り駅：JR・東京メトロ銀座線 神田駅

50名

定員になり次第締め切らせていただきます。キャンセル待ちは受け付けておりません。

※受付状況は、テクノヒルホームページにてご確認ください。

9，900円（税込み）

お問合わせ

https://www.technohill.co.jp/
Tel: 03-5642-6144 Fax: 03-5642-6145

開催の
ご案内

テクノヒル株式会社 化学物質管理専門家

1.JIS改正に伴うSDSの改訂_基礎編

2.JIS改正に伴うSDS作成・修正のポイント

～SDSの具体例に基づいて考察する～

3.質疑応答

■REACH24Hより
JIS Z 7252およびJIS Z 7253は、日本に
おける化学品の分類および表示に関する世
界調和システム（GHS）の国内実施におけ
る主要な規格です。現行版であるJIS Z 
7252-2019およびJIS Z 7253-2019は、
国連GHS第6改訂版に基づいています。今
回の改訂案は、これらの規格を国連GHS第
9改訂版の内容に整合させることを目的とし
ています。

JIS Z 7252 および JIS Z 7253

■日本規格協会より
こうした中、国連GHS文書※1に基づくJIS 
Z 7252及びJIS Z 7253※2の改正が
2025年度に予定されており、今回のJIS改
正では、国連GHS文書改訂9版を基に、
SDS記載事項の変更、物理化学的危険性
の大幅な見直し（爆発物、可燃性ガス、加
圧下化学品）、健康に対する有害性におけ
るin vitro/ex vivo評価の拡充（皮膚腐
食性／刺激性）などが予定されています。

■化学工業日報より
化学品の危険有害性に関する情報を適切
に伝達することは、化学品を使用する際の労
働災害、事故等の防止や環境の保護を図る
にあたり非常に重要です。
こうした中、国連GHS文書に基づくJIS規格
（JIS Z 7252 および JIS Z 7253） の
改正が2025年に予定されております。国連
GHS文書改訂9版を基に、SDS記載事項
の変更や、物理化学的危険性の大幅な見
直し（爆発物、可燃性ガス、加圧下化学
品）や、健康に対する有害性における in 
vitro/ex vivo 評価の拡充（皮 膚腐食性
／刺激性）が予定されております。

プログラム一部は変更する場合がございます。あらかじめご了承のほどお願い申し上げます。

お申込み
URL：https//www.technohill.co.jp

JIS改正 セミナー事務局
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